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論文内容要旨

 慢性アルコール性膵炎下でのParotidSalivaTest,血清墨soamyiaseの診断的価値を解明する

 目的で,Wistar系ラットに20%ethanolを経口投与し,膵臓および耳下腺の光顕的,電顕的観察

 を行い,さらに,血清totalamylase,isoamylaseを測定し,それらを比較検討し,次のような

 成績を得た。

 1.光顕的には,小葉単位の高度の病的変化は,膵臓においてはethanoユ投与3ケ月,i2ケ月,

 22ケ月の各1匹計3匹に,耳下腺においてはethano1投与10ケ月の3匹に観察されたが,膵臓と

 耳下腺の傷害度は必ずしも平行関係にはなかった。

 2.電顕的には,腺房細胞においては両臓器とも,ethano1投与初期から細胞間隙の拡大を伴

 う腺房細胞間膜のinterdigita七ionとmicrovilliの異常形成が認められた。また,膵腺房細胞に

 おいては,mitochondriaの高度変性もethanol投与初期から認められた。介在部導管における

 著明な変化は,核数の増加を伴う導管上皮の増生で,膵臓ではe七hano1投与初期から,耳下腺で

 はethano1投与4ケ月以降に高頻度に観察された。耳下腺線条部導管においては,mitochondria

 の高度変性を伴った基底線条構造の乱れが,ethanol投与初期から観察されたが,膵小葉内導管

 においては異常変化は殆ど観察されなかった。末梢神経の変性は,両臓器とも,ethanol投与後

 散発的に認められたが,毛細血管の変化は,耳下腺に比し膵臓において高頻度に観察された。以

 上,電顕的所見においても,膵臓と耳下腺の病変の程度は必ずしも平行関係にはなかった。

 3.Totalamylase値の変動は,s-typeamylase値の変動と類似した傾向を示した。s-type

 amylase値の低値化と,耳下腺腺房細胞の病変との間には,ほぼ有意の関係が認められたが,

 p-typeamyユase値と膵腺房細胞の病変の聞には必ずしも有意の関係が認められなかった。

 以上,慢性アルコール性膵炎におけるParo七idSalivaTes七,血清isoamylaseの診断的価値を

 検討した。長期ethanol投与ラットにおいては,膵臓と耳下腺の障害度が必ずしも平行関係には

 なかったが,ヒトの慢性アルコール性膵炎においても同様な現象が生ずるため,ParotidSaliva

 Tes七に不正確な結果をひきおこす原因と考えられた。また,isoamyユaseと膵臓および耳下腺の

 形態学的所見の関係は,ラット血清amylaseの大部分が,S-typeamylaseで占められていること

 に起因するものと考えられ,ヒトの慢性アルコール性膵炎の場合とは同一視できぬものと考える

 のが妥当であろうと思われた。

 一422一



 審査結果の要旨

 著者は,慢性アルコール性膵炎下でのporotidesalivates七,血清isoamylaseの診断的価値を

 解明する目的で,Wis七ar系ラットに20%e七hano1を経口投与し,膵臓及び耳下腺の光顕的,電子

 顕微鏡的観察を行い,さらに,血清totalamylase,isoamylaseを測定し,それらを比較検討し

 て次のような結果を報告している。

 工,光顕的には,小葉単位の高度の病的変化は,膵臓における障害度と耳下腺におけるものは必

 ずしも一致しない。

 2.電顕的には,両臓器とも,投与初期から細胞間膜の拡大を伴う腺房細胞間膜のin七erdigi七a-

 tionとmicrovilliの異常形成が認められた。また膵腺房細胞においては,mi七〇chondriaの高度

 変性もethano1投与初期から認められた。介在部導管においては,核数の増加をともなう導管上

 皮の増生が著しく,膵臓では,ethanol投与初期から,耳下腺ではe七hano1投与4ケ月以後に高

 頻度に観察された。mitochondoriaの高度変性を伴った基底腺条構造の乱れは,耳下腺線条部導

 管では,ethanol投与初期から観察されたが,膵小葉内導管においては,ほとんど観察されなかっ

 た。毛細血管の変化は,耳下腺にくらべて,膵臓に,高頻度であった。

 3,Totalamylase値の変動は,s一しypeamylase値の変動と類似した変動を示した。s-typeamy-

 lase値の低値化と,耳下腺病変の間には,ほぼ有意の相関は認められたが,p一七ypeamylaseと膵

 腺房細胞の病変の間には,有意の相関が認められなかった。

 慢性アルコール性膵炎におけるParotldSa1まvaTest,血清isoamylaseの診断的価値を,

 Wistar系ratを用い,20%ethano1を経口投与することによって作成し,実験に用い、上述の結

 論に至った。本論文は,柿崎らの一連の研究,すなわち膵臓と耳下腺の細織学的構造および消化

 性分泌機能の類似性に着目し,ethanol長期投与ラットにおける膵臓と耳下腺の変化を光顕的及

 び電顕的に観察し,血清のtotalamylase,isoamylaseの変動と対比ざせ上述の結果を得た。特

 にs-typeamilaseの変動は耳下腺の病変をよく反映しているが,p-typeamilaseの変動は膵病変

 の変動とは,かならずしも連動しないことなど,新しい知見も見られる。よって本論文は,博士

 論文に値すると考えられる。
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